
物件費
（19.7％）

人件費
（22.7％）

繰出金
（9.8％）

扶助費
（9.0％）

普通建築
事業費
（3.5％）

公債費
（3.8％）

補助費等
（28.5％）

維持補修費
（1.3％）

その他
（0.2％）

積立金
（1.5％）

町税
（25.7％）

諸収入
（8.7％）

繰越金
（1.2％）

使用料・手数料
（0.5％）

分担金・負担金
（0.5％）

繰入金
（10.2％）

その他
（財産収入・寄附金）

（3.7％）

地方交付税
（28.1％）

国・県支出金
（11.4％）

各種交付金
（7.0％）

町債（借金）
（1.9％） 地方譲与税

（1.1％）

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入
86億8,366万5千円

歳入　88億5,185万1千円

86億8,366万5千円
歳出

物件費
（19.7％）

人件費
（22.7％）

繰出金
（9.8％）

扶助費
（9.0％）

普通建築
事業費
（3.5％）

公債費
（3.8％）

補助費等
（28.5％）

維持補修費
（1.3％）

その他
（0.2％）

積立金
（1.5％）

町税
（25.7％）

諸収入
（8.7％）

繰越金
（1.2％）

使用料・手数料
（0.5％）

分担金・負担金
（0.5％）

繰入金
（10.2％）

その他
（財産収入・寄附金）

（3.7％）

地方交付税
（28.1％）

国・県支出金
（11.4％）

各種交付金
（7.0％）

町債（借金）
（1.9％） 地方譲与税

（1.1％）

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入
86億8,366万5千円

歳入　88億5,185万1千円

86億8,366万5千円
歳出

自主財源…43億8,627万4千円（51％）

依存財源…42億9,739万1千円（49％）

項　目 金　額 説　明

歳
　
　
入

自
主
財
源

町税 22億3,452万円
町民税・固定資産税・
軽自動車税・たばこ
税

繰入金 8億8,228万円 特別会計や基金から
繰り入れるお金

諸収入 7億5,736万円 延滞金・受託料・雑
入等

繰越金 1億 円 前年度からの繰越金

分担金・
負担金 4,529万円 こども園保育料・学

童保育料等

使用料・
手数料 4,469万円

道路占用料・ゴミ収
集処理手数料・各種
証明書手数料等

その他 3億2,210万円
基金利子・財産貸付
収入・ふるさと寄附
金等

依
存
財
源

地方
交付税 24億4,300万円

どの市町村でも同じ
サービスが受けられ
るよう国が交付する
お金

国・県
支出金 9億8,925万円 国や県が目的を特定

して交付するお金

各種
交付金 6億 770万円

地方消費税交付金・
ゴルフ場利用税交付
金等

町債
（借金） 1億6,310万円 町が事業を行うため

に借り入れるお金

地方
譲与税 9,434万円

国税として徴収され
一律的に市町村に譲
与されるお金

項　目 金　額 説　明

歳
　
　
出

補助費等 24億7,272万円 補助金や負担金とし
て支出するもの

人件費 19億7,382万円
特 別 職 及 び 職 員 の
給料等（内議員分は
2.3％）

物件費 17億 758万円 委託料・備品等の購
入費

繰出金 8億4,997万円 特別会計や企業会計
に繰り出す費用

扶助費 7億8,140万円 児童手当や子ども医
療費等

普通建設
事業費 3億 135万円 道路や橋りょうの改

良費等

公債費 3億3,026万円 町の借金を返済する
ために使う費用

維持補修費 1億1,183万円 施設等の補修に使う
費用

積立金 1億3,387万円 町の基金に積み立て
る費用

その他 2,083万円 拠出金や預託金に使
う費用

令和 8年度
一般会計の内訳

※（　）内は構成比率

（議長は採決に加わりません）
審議結果〈2月臨時会〉

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議長

議
決
結
果

欠
員

伊
橋
孝
太
郎

行
橋
　
千
春

橋
本
　
孝
之

萩
原
　
宏
紀

佐
藤
　
利
治

佐
藤
　
幸
三

飯
田
　
良
一

菅
澤
　
博
隆

髙
坂
　
恭
子

勝
又
　
一
徳

土
井
　
秀
敏

石
渡
　
悦
子

鵜
澤
　
　
茂

承認
第１号

専決処分の承認…国からの交付金を活用し、18 歳以下の子ども 1 人につ
き 2 万円を支給する物価高対応子育て応援手当給付事業にかかる費用とし
て、歳入歳出それぞれに 2,989 万 2 千円を追加する一般会計補正予算（第
5 号）について、緊急を要することから専決処分とした件について承認を
求めるもの。

承認
賛 12・否 0 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

承認
第２号

専決処分の承認…2 月 8 日に執行された衆議院議員選挙に要する費用とし
て、歳入歳出それぞれに 1,359 万 6 千円を追加する一般会計補正予算（第
6 号）について、緊急を要することから専決処分とした件について承認を
求めるもの。

承認
賛 12・否 0 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案
第１号

一般会計補正予算（第 7号）…国からの交付金を活用し、全町民を対象に
1 人につき 1 万円を給付する食費応援特別給付金にかかる費用として 1 億
4,278 万 9 千円、多古中央病院への繰出金 860 万円など、歳入歳出予算の
総額に 1 億 5,138 万 9 千円を追加し、補正後の予算額を 95 億 408 万 8 千
円とするもの。

可決
賛 12・否 0 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案
第２号

病院会計補正予算（第 3号）…一般会計からの繰入金 860 万円を収益的
収入の予定額に追加し、補正後の予算額を 30 億 7,119 万 3 千円とするもの。

可決
賛 12・否 0 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

令和8年度予算に対し討論令和8年度予算に対し討論

賛
成

賛
成

土井 秀敏 議員

萩原 宏紀 議員

　

近
年
、
人
口
減
少
と
物
価
高
騰
が
続
く
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
社
会
保
障
費
の
増

加
な
ど
本
町
の
財
政
運
営
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
令
和
8
年
度
当
初
予

算
は
前
年
度
に
比
べ
、
1
・
9
％
減
と
い
う

緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
も

将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
予
算
編
成
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
に
あ
っ
て
も
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
、

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉
・
地
域
医
療
な

ど
に
配
慮
し
た
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る

点
は
、
大
い
に
評
価
す
る
も
の
で
す
。
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
振
興
策
な

ど
、
地
域
の
将
来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

も
、一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

今
後
の
期
待
を
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
運
営
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、今
後
と
も
事
業
の
必
要
性・

費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
執
行
に
当
た
っ
て

は
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
丁
寧
な
行
政
運
営
を

強
く
求
め
、
本
予
算
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　

本
予
算
は
、
多
古
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
や

成
田
空
港
の
機
能
強
化
な
ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、「
暮
ら
し
と
産
業
の
拠
点
が
調
和
す
る
エ
ア
ポ
ー

ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
着
実
に
進
め

て
い
く
方
向
性
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援
施

策
の
継
続
や
高
齢
者
福
祉
、教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
姿
勢
も
本
予
算
の
大
き
な
意
義
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
86
億

８
３
６
６
万
５
千
円
で
、
前
年
度
比
1
・
9
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
加
と
い
っ
た

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
歳
出
抑
制
に
努
め
た
堅
実
な

財
政
運
営
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
行
政
が
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
自

ら
稼
ぎ
、
そ
の
成
果
を
地
域
へ
還
元
す
る
「
稼
ぐ
町

づ
く
り
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
商
社
機
能
を

強
化
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
通
じ
て
農
産
物
や

加
工
品
の
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
農
業
者
の
所

得
向
上
や
設
備
投
資
を
促
し
、
地
域
産
業
全
体
へ
経

済
効
果
を
波
及
さ
せ
る
仕
組
み
を
早
期
に
構
築
す
る

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
本
予
算
案
に
賛
成
い
た
し
ま

す
。

住
民
福
祉
に
配
慮
し
た

予
算
と
評
価

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成

討論
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